
概要
本研究は、中学校国語科において『古典に親しむ』授業を成立さ

せる要件を明らかにすることを目的とする。現行学習指導要領で
『親しむ』が小・中学校を通して重視される
一方、古典指導への関心低下と古典嫌いの顕在化を背景に、先行研
究と中学二年生への事前調査から〈つながり〉〈発見〉〈継続〉の
三要件を導出した点に新規性がある。これらを具現化する『日めく
り古典の名言カレンダー』の授業実践を通して、古典の名言を自己
の思いと結び付ける活動が、古典を身近に捉える態度を促すことを
検証した。
結果として、〈つながり〉と〈発見〉は内的動機付けを高め、〈継
続〉は古典との日常的関係を支える要件として機能することが示さ
れた。
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